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第１章 総 則 

 

第１条（目的） 

この規則は、茨城交通株式会社（以下、「当社」といいます）が発行するＩＣカー

ド乗車券「いばっピ」（以下、「ＩＣカード」といいます）の利用者に提供するサ

ービスの内容と、利用条件を定めることを目的とします。 

 

第２条（適用範囲） 

1. ＩＣカード乗車券の取扱いについて、当社運送約款（関連する社内規定を含む。

以下同じ。）に定めがない場合又は運送約款と異なる取扱いの場合は、この規則が

優先します。 

2. この規則が改定された場合、以後のＩＣカード乗車券による旅客の運送について

は、改定された規則の定めるところによります。 

3. この規則に定めがない事項については、別に定めるものによります。 

 

第３条（用語の定義） 

この規則における主な用語の定義は、次の各号に掲げるとおりとします。 

(1) 「いばっピ」とは、当社が発行するＩＣカード乗車券をいいます。 

(2) 「ＳＦ」とは、専ら旅客運賃の支払いに充当するＩＣカードに記録される金

銭的価値をいいます。 

(3) 「ＩＣＳＦカード」とは、ＳＦにより旅客の運送等に供するＩＣカードをい

います。 

(4) 「無記名ＩＣカード」とは、券面に使用者の記名を行わない、持参人の使用

に供するＩＣカードをいいます。 

(5) 「記名ＩＣカード」とは、券面に使用者の記名を行い、かつ、カードに使用

者の氏名を記録した記名人本人の使用に供するＩＣカードをいいます。 

(6) 「持参人ＩＣカード」とは、持参人ＩＣ定期乗車券の機能を付加した記名Ｉ

Ｃカードで、券面に使用者の記名を行わない、持参人の使用に供するＩＣカ

ードをいいます。 

(7) 「大人用ＩＣカード」とは、大人の使用に供する記名ＩＣカードをいいます。 

(8) 「小児用ＩＣカード」とは、小児の使用に供するものであって券面に小児の

表示を行った記名ＩＣカードをいいます。 

(9) 「ＩＣ定期乗車券」とは、定期乗車券の機能を付加したＩＣカードをいいま

す。 

(10) 「記名ＩＣ定期乗車券」とは、記名ＩＣカードに定期乗車券の機能を付加し

た、記名人本人の使用に供するＩＣ定期乗車券をいいます。 

(11) 「持参人ＩＣ定期乗車券」とは、記名ＩＣカードに定期乗車券の機能を付加

した、持参人１名の使用に供するＩＣ定期乗車券をいいます。 

(12) 「チャージ」又は「積み増し」とは、ＩＣカードに入金することをいいます。 

(13) 「デポジット」とは、ＩＣカードを返却することを条件に当社が収受するＩ

Ｃカード使用権の代価をいいます。 



 

(14) 「リーダーライター（Ｒ/Ｗ）」とは、ＩＣカードへの情報書き込み又は情報

読み取りを行う装置をいいます。 

(15) 「ＩＣ割引運賃」とは、１枚のＩＣカードで運賃全額を一度に支払う場合に

適用する、普通旅客運賃（券種が「大人割引」「小児」「小児割引」の場合は

適用される割引後の運賃。以下同じ。）から一定額を割り引いた運賃をいいま

す。 

(16) 「現金運賃」とは、運賃の全部又は一部を現金又は回数券で支払う場合に適

用する普通旅客運賃をいいます。 

(17) 「オートチャージ」とは、ＩＣカードのＳＦ残額が一定金額以下となった場

合に、バス車内のＲ/ＷにてＩＣカードへ自動的にチャージすることをいいま

す。 

(18) 「自動積み増し機」とは、ＩＣカードへの積み増し機能、ＳＦ利用履歴表示

機能、ＩＣ定期乗車券の有効期間更新機能を持った機器をいいます。 

(19) 「公的機関が発行した証明書」とは、以下のものをいいます。 

運転免許証、健康保険証、パスポート、住民基本台帳カード、身体障害者手

帳、療育手帳、精神障害者手帳、外国人登録証、学生証（写真付）、社員証（写

真付）、その他当社が認めたもの 

(20) 「いばっピＷｅｂサービス」とは、いばっピ利用者に提供する当社のＷＥＢ

サイトをいいます。 

 

第４条（ＩＣカード乗車券の種類） 

ＩＣカード乗車券の種類についは、「別表１」に定めるものとします。 

 

第５条（契約の成立） 

ＩＣカードによる旅客運送の契約は、Ｒ/Ｗで乗車処理を受けた時に旅客と当社の

間において成立するものとします。ただし、定期乗車券にかかわる運送契約は、

そのＩＣ定期乗車券を発売した時に成立するものとします。 

 

第６条（使用方法及び制限事項） 

1. ＩＣカードを使用してバスに乗車する際は、乗車用Ｒ/Ｗにて乗車処理を行い、降

車される際は、乗車処理を行った同一のＩＣカードにて降車用Ｒ/Ｗにて降車処理

を行います。 

2. バス１回の乗車につき、２枚以上のＩＣカードを使用することはできません。 

3. ＩＣカードのＳＦを用いてＩＣ定期乗車券並びに当社が別に定める乗車券類との

引き換えはできません。 

4. ＩＣカードの破損、Ｒ/Ｗの故障等により読み取り不能な時は、ＩＣカードを使用

できない場合があります。 

5. ＩＣカードを企業等が購入し、その従業員へ交付したＩＣカードは、企業等の都

合により使用を止められた状態又は有効期限が終了したＩＣカードについては使

用できません。 

6. 記名ＩＣカードは、当該カードに記録された記名人本人以外が使用することはで

きません。なお、券面に記名がなされない持参人ＩＣカードについてはこの限り



 

ではありません。 

7. 有効期限が定められたＩＣカードは、有効期限終了前に更新処理又は大人用ＩＣ

カードへ変更した後でなければ使用はできません。 

8. 偽造、変造又は不正に作成されたＩＣカードの各機能を使用することはできませ

ん。 

 

第７条（個人情報の取扱い） 

ＩＣカード乗車券に係わる個人情報の取扱いは、当社の定めるところによります。 

 

第８条（旅客の同意） 

いばっピを購入又は使用する旅客はこの規則及びこれに基づき定めた規則を承認

し、かつこれに同意したものとします。 

 

第９条（取扱区間） 

ＩＣカードの取扱区間は、当社のバス路線全線とします。ただし、一部路線（「別

表２」に定めるもの）についてはご利用できません。 

 

第１０条（制限又は停止） 

1. 旅客の運送等の円滑な遂行を確保する為、必要があるときは、次に掲げる制限又

は停止をする場合があります。 

(1) 発売又は再発行等の場所、枚数、時間、方法の制限もしくは停止 

(2) 乗車区間、乗車経路、乗車方法もしくは乗車するバスの制限 

2. 本条、第 6条及び第 18条に基づくサービスの制限又は停止については、当社はそ

の責任は負いません。 

 

第２章 ＩＣカード乗車券「いばっピ」基本事項 

 

第１１条（ＩＣカードの所有権） 

1. ＩＣカードの所有権は当社に帰属します。ただし、ＩＣカードの貸与時には、通

常同時に金銭的価値を付加するため、以降貸与ではなく「発売」という表現とし

ます。 

2. ＩＣカードが不要になった時又は使用する資格を喪失した時は、ＩＣカードを返

却しなければなりません。 

3. 当社の都合により、発売したＩＣカードを予告なく交換する場合があります。そ

の場合、交換前のＩＣカードの内容は交換後のＩＣカードに引き継がれます。 

 

第１２条（ＩＣカードの発売条件） 

1. 記名ＩＣカードは、原則として個人限定カードとし、当社が必要と認めた場合を

除いて複数のカードを所有することはできません。 

2. 記名ＩＣカードの購入者は、ＩＣカードに個人データを記録することに同意した

ものとみなします。 



 

 

第１３条（デポジット） 

1. 当社は、ＩＣカードを発売する際にデポジットとして乗車券１枚につき５００円

を収受します。 

2. ＩＣカードが不要となり、乗車券取扱窓口へ返却された時は、第１５条、第２７

条、第２９条、第３６条、第３８条に定める場合を除き当社はお預かりしている

デポジットを返却します。 

3. デポジットは旅客運賃等に充当することはできません。 

4. 当社は、一定の条件下でデポジットを免除することがあります。 

5. 定期券の券面表示額にデポジットは含まれません。 

 

第１４条（オートチャージ） 

1. オートチャージは、記名ＩＣカード（持参人ＩＣカードを除く）のみで利用でき

ます。 

2. オートチャージは、当社が指定したクレジットカード会社が発行するクレジット

カードを用意していばっピＷｅｂサービスにて申込みを行い、クレジットカード

会社の承認手続きと当社の登録手続きを完了させることで利用することができま

す。なお、手続きの都合上、申込日から利用開始日まで時間を要する場合があり

ます。 

 

第１５条（ＩＣカード乗車券の失効） 

1. ＩＣカードの交換、ＳＦの使用、ＳＦの積み増し又は定期乗車券の更新・利用の

いずれかの取扱いを行った日の翌日を起算日として１０年間これらの取扱いが行

われない場合には、当該ＩＣカード乗車券は失効します。 

2. 前項により失効したＩＣカード乗車券のＳＦ及びデポジットの返却を請求するこ

とはできません。 

 

第１６条（利用履歴の確認） 

1. ＩＣカード乗車券の直近２０件の利用履歴を、乗車券取扱窓口及び自動積み増し

機で確認することができます。 

2. 利用履歴の内容は、乗車券取扱窓口と自動積み増し機で異なります。乗車券取扱

窓口での確認内容は、利用日時、利用種別、利用停留所、利用金額、積み増し額

となり、自動積み増し機では、利用日、利用金額、積み増し額となります。 

 

第１７条（再印字、更新書き換え） 

1. 記名ＩＣカードは、乗車券取扱窓口で券面表示事項の再印字を請求することがで

きます。 

2. いばっピＷｅｂサービスでＩＣ定期乗車券の期間を延長更新した場合は、乗車券

取扱い窓口で券面の更新書き換えを請求することができます。 

 

 

 



 

第１８条（機械類の故障時） 

機械類（乗車用Ｒ/Ｗ、降車用Ｒ/Ｗ等）が故障した場合、乗車区間の運賃を現金

でお支払いただく場合があります。 

 

第３章 ＩＣＳＦカード 

 

第１９条（発売額） 

1. ＩＣＳＦカードの発売額は２，０００円（デポジット５００円を含む）とします。 

2. 前項にかかわらず、発売額を変更することがあります。 

 

第２０条（有効期限） 

1. 券種「小児」「大人割引」「小児割引」にはカード利用の有効期限があります。 

2. 有効期限は「別表１」に定めるものとし、更新手続きは、乗車券取扱窓口におい

て有効期限の１４日前より受け付けます。 

3. 券種「大人割引」「小児割引」の更新手続きには、身体障害者手帳、精神障害者保

健福祉手帳又は療育手帳の呈示により本人確認が必要となります。なお、「大人割

引」「小児割引」のＩＣＳＦカード又はＩＣ定期乗車券を利用する場合、発売・更

新時に呈示した手帳を持参するものとし、当社乗務員又は係員にその呈示を求め

られた場合には、これを拒むことはできないものとします。 

 

第２１条（運賃の減算） 

1. ＩＣＳＦカードを利用される場合には、降車時に当該乗車区間の運賃を減算しま

す。 

2. ＩＣＳＦカードのＳＦ残高が運賃に対し不足の場合は、車内でＳＦを積み増しさ

れるか現金等でお支払いください。 

3. ＩＣＳＦカード利用の際に適用される運賃は次のとおりです。 

(1) １枚のＩＣＳＦカードで運賃全額を一度に支払う場合はＩＣ割引運賃を適用

します。支払い時にＳＦ残高が不足する場合でも、車内でＳＦをチャージ後

に運賃全額をＩＣＳＦカードで支払う場合はＩＣ割引運賃を適用します。 

(2) 運賃の全部又は一部を現金又は回数券で支払う場合は現金運賃を適用します。 

4. １０円未満のＳＦは、ＩＣ割引運賃を適用する場合を除き、運賃に充当する事は

できません。 

5. ＩＣＳＦカードで複数人精算をする場合は、降車用Ｒ/Ｗにタッチする前に、精算

する複数人の内容を乗務員に告げて、乗務員が金額を設定した後まとめて減算す

ることができます。 

6. 大人用ＩＣカードで「大人割引」「小児」「小児割引」の割引運賃の適用を受ける

場合は、降車用Ｒ/Ｗにタッチする前に割引適用の旨を乗務員に告げて、乗務員が

金額を設定した後、当該適用運賃を減算することができます。この場合、原則と

して割引適用を証明する手帳等を乗務員に呈示していただく必要があります。 

7. 前項の精算前の申告が無い場合は、「大人割引」「小児」「小児割引」の割引運賃を

適用しないＩＣ割引運賃を減算します。 



 

 

第２２条（積み増し） 

1. ＩＣＳＦカードは、バス車内運賃箱、乗車券取扱窓口、自動積み増し機にて現金

で積み増しできる他、第１４条に定めるオートチャージにより積み増しすること

ができます。 

2. 現金による積み増しは、ＳＦ残額２０，０００円を上限とし、１，０００円単位

で任意に積み増しすることができます。 

3. オートチャージによる積み増しは、ＳＦ残額が１，０００円以下となった場合に

予め設定された金額が自動で積み増しされます。１回のオートチャージ金額は１，

０００円単位で１，０００円から１０，０００円まで設定でき、１日のオートチ

ャージ回数は２回が上限、１ヶ月の累計オートチャージ金額は３０，０００円が

上限となります。 

 

 

第２３条（ＳＦ残高の確認） 

1. ＩＣＳＦカードのＳＦ残高は、自動積み増し機、乗車券取扱窓口、いばっピＷｅ

ｂサービスにて確認ができます。 

2. いばっピＷｅｂサービスで確認できるＳＦ残高は、利用状況がリアルタイムで反

映されるものではないため、実際のＳＦ残高と異なる場合があります。 

 

第２４条（効力） 

ＩＣＳＦカードにより乗車する場合の効力は次の各号のとおりです。 

(1) 当該乗車において１回の乗車に限り有効なものとします。 

(2) 乗車後は当日限り有効とします。 

(3) 途中下車の取扱いはしません。 

 

第２５条（記名ＩＣカードの個人情報変更） 

1. 改氏名等により、旅客の個人情報と記名ＩＣカードに記録された個人情報に相違

が生じた場合、当該記名ＩＣカードを使用することはできません。この場合、速

やかに個人情報変更の手続きをしていただきます。 

2. 個人情報に相違が生じた記名ＩＣカードの利用を続け、当社がその事実を把握し

た場合、カード利用を停止する場合があります。 

 

第２６条（無効となる場合） 

次の各号のいずれかに該当する場合、ＩＣカード乗車券を無効として回収し、デ

ポジットは返却しません。 

(1) 記名ＩＣカード（持参人ＩＣカードを除く）を記名人以外の者が使用した場

合 

(2) 券面表示事項が不明又はぬり消し、改変した乗車券を使用した場合 

(3) 使用資格、氏名、生年月日、性別、電話番号等を偽って購入した記名ＩＣカ

ードを使用した場合 

(4) その他不正乗車の手段として使用した場合 



 

 

第２７条（不正使用等に対する旅客運賃及び割増運賃の収受） 

前条の規定に該当した場合は、運送約款の定めにより現金運賃に基づいた普通旅

客運賃及び割増運賃を現金にて収受します。 

 

第２８条（再発行） 

1. 紛失あるいは盗難にあった記名ＩＣカード乗車券について、乗車券取扱窓口に記

名人（持参人ＩＣカードについてはＩＣカードに登録されている申込人とし、以

下本条において同じ）より当社が定める申請書の提出があったときは、使用停止

措置と再発行の手続きを行います。申請には、記名人本人であることを証明する

公的機関が発行した証明書が必要となります。なおＳＦ残高の引き継ぎは、申請

受付から３営業日以降に、乗車券取扱窓口にて実施します。 

2. 破損等により利用できなくなった場合、記名ＩＣカード乗車券に限りＳＦ残額を

引き継いで再発行します。ただし、破損したＩＣカードの情報が読み取れない場

合には、ＳＦ残高の引き継ぎは、申請受付から３営業日以降に、乗車券取扱窓口

にて実施します。この場合でも、カード裏面の刻印番号が判読できない場合は、

ＳＦ残高の引き継ぎ及び再発行はできません。なお、破損等のカードは当社にて

回収します。 

3. 無記名ＩＣカードは再発行の対象となりません。 

4. 再発行時に、手数料として２００円とデポジットを別途申し受けます。 

5. 再発行後に紛失したカードが発見された場合でも、再発行の申請、処理を取り消

すことはできません。なお、記名人本人が紛失したカードを持参し、記名人本人

の確認ができたときは、当該カードを回収しデポジットを返却します。 

6. 不正利用が認められた場合には再発行しない場合があります。 

 

第２９条（免責事項） 

1. ＩＣカードの交換又は再発行による利用者の損害等については、当社はその責任

を負いません。 

2. 紛失あるいは盗難にあった記名ＩＣカード乗車券の使用停止措置が完了するまで

の間に当該記名ＩＣカード乗車券の払い戻しや使用等で生じた損害額については、

当社はその責任を負いません。 

 

第３０条（払い戻し） 

1. ＩＣカードが不要となった場合は、乗車券取扱窓口にてカードを提出することに

より当該カードのＳＦ残額の払い戻しを請求することができます。 

2. 払い戻しはＳＦ全額の払い戻しとし、ＳＦ残額の一部のみを払い戻すことはでき

ません。 

3. 記名ＩＣカードの払い戻しには、記名人（持参人ＩＣカードについてはＩＣカー

ドに登録されている申込人）本人であることを証明する公的機関が発行した証明

書が必要となります。 

4. オートチャージ機能付きの記名ＩＣカードは、ＩＣカードが不要となり、カード

を返却する場合のみ払い戻しを行います。なお、この場合の払い戻しは、記名人



 

に対してのみ実施します。 

5. 紛失、盗難、破損した無記名ＩＣカードの払い戻しはできません。 

6. 払い戻しの際は、手数料として２００円を申し受けます。ＳＦ残額が２００円以

下の場合、デポジットの５００円のみの払い戻しとなります。 

 

第３１条（ＩＣカードの変更） 

1. 無記名ＩＣカードを乗車券取扱窓口に差し出し、記名ＩＣカードへの変更を申し

出た場合には、記名ＩＣカードへの変更処理を行います。 

2. 記名ＩＣカードから無記名ＩＣカードへの変更は行いません。 

 

第４章 ＩＣ定期乗車券 

 

第３２条（発売） 

ＩＣ定期乗車券の購入申し込みがあった場合には、発売条件に適用する次の定期

券を発売します。 

(1) 通学定期券 

学校教育法第１条に規定する学校、児童福祉法第３９条に規定する保育所又

は当社の指定する学校に通学又は通園する者に対して発売します。 

(2) 通勤定期券 

通学定期券以外の旅客に対して発売します。 

なお、各定期券の割引率、区間、期間については、別に定める当社規定によりま

す。 

 

第３３条（券面表示区間外の運賃の収受） 

有効期間内のＩＣ定期乗車券を使用し、券面表示区間外を乗車する場合は、当該

乗車区間は別途乗車として取り扱います。この場合、別途乗車区間の普通旅客運

賃相当額をＳＦ又は現金にて収受します。 

 

第３４条（効力） 

記名ＩＣ定期乗車券は、記名人のみ使用を認めます。また、持参人ＩＣ定期乗車

券は、持参人のみ使用を認めます。 

 

第３５条（無効となる場合等） 

ＩＣ定期乗車券は、次のいずれかに該当する場合は、無効として回収し、デポジ

ットは返却しません。 

(1) 乗車処理後の持参人ＩＣ定期乗車券を他人から譲り受けて使用した場合 

(2) 取扱区間外の区間を乗車し、乗務員又は係員の承諾を受けずに降車した場合 

(3) 記名ＩＣ定期乗車券を記名人以外の者が使用した場合 

(4) 券面表示事項が不明となったＩＣ定期乗車券を使用した場合 

(5) 券面表示事項をぬり消し又は改変して使用した場合 

(6) その他不正乗車の手段として使用した場合 



 

第３６条（不正使用等に対する旅客運賃及び割増運賃の収受等） 

前条の規定に該当した場合、運送約款の定めにより現金運賃に基づいた普通旅客

運賃及び割増運賃を現金にて収受します。 

 

第３７条（再発行） 

1. 紛失あるいは盗難にあったＩＣ定期乗車券について、乗車券取扱窓口に記名人（持

参人ＩＣ定期乗車券についてはＩＣカードに登録されている申込人とし、以下本

条において同じ）より当社が定める申請書の提出があったときは、使用停止措置

と再発行の手続きを行います。申請には、記名人本人であることを証明する公的

機関が発行した証明書が必要となります。 

2. 破損等により利用できなくなった場合、記名人より当社が定める申請書と当該カ

ードを提出したときに再発行の手続きを行います。ただし、カード裏面の刻印番

号が判読できない場合は、再発行はできません。なお、破損等のカードは当社に

て回収します。 

3. 再発行時に、手数料５００円とデポジットを別途申し受けます。 

4. 再発行後に紛失したカードが発見された場合でも、再発行の申請、処理を取り消

すことはできません。なお、記名人本人が紛失したカードを持参し、記名人本人

の確認ができたときは、当該カードを回収しデポジットを返却します。 

5. 不正利用が認められた場合には再発行しない場合があります。 

 

第３８条（免責事項） 

紛失、盗難にあったＩＣ定期乗車券の使用停止措置が完了するまでの間に当該Ｉ

Ｃカード定期乗車券の払い戻し等で生じた損害額については、当社はその責任を

負いません。 

 

第３９条（払い戻し） 

1. 記名ＩＣ定期乗車券に付加された定期乗車券が不要となり、当社が定める申請書

を提出し、かつ記名人本人を証明する公的機関が発行した証明書の呈示があった

場合は、定期乗車券の払い戻しを請求することができます。この場合、運送約款

に定める払い戻しを行い、記名ＩＣ定期乗車券から定期乗車券のみを消去して返

却します。 

2. 記名ＩＣ定期乗車券が不要となり、当社が定める申請書を提出し、かつ記名人本

人を証明する公的機関が発行した証明書の呈示があった場合は、運送約款に定め

る定期乗車券の払い戻し及び記名ＩＣカードの払い戻しを行うことができます。

この場合の払い戻し額は、定期乗車券の払い戻し額とＳＦ残額の合計額になりま

す。 

3. 持参人ＩＣ定期乗車券に付加された定期乗車券が不要となり、当社が定める申請

書を提出し、かつＩＣカードに登録されている申込人本人を証明する公的機関が

発行した証明書の呈示があった場合は、定期乗車券の払い戻しを請求することが

できます。この場合、運送約款に定める払い戻しを行い、持参人ＩＣ定期乗車券

から定期乗車券のみを消去し、申込人を記名人とした記名ＩＣカードとして返却

します。 



 

4. 持参人ＩＣ定期乗車券が不要となり、当社が定める申請書を提出し、かつＩＣカ

ードに登録されている申込人本人を証明する公的機関が発行した証明書の呈示が

あった場合は、運送約款に定める定期乗車券の払い戻し及び持参人ＩＣカードの

払い戻しを行うことができます。この場合の払い戻し額は、定期乗車券の払い戻

し額とＳＦ残額の合計額になります。 

5. 前各号の払い戻しの際は、手数料としてＩＣ定期乗車券１枚につき５００円を申

し受けます。払い戻し金額が５００円以下の場合はその金額を上限として手数料

を申し受けます。 

 

第４０条（乗車券の変更） 

持参人ＩＣ定期乗車券から記名ＩＣ定期乗車券への変更及び記名ＩＣ定期乗車券

から持参人ＩＣ定期乗車券への変更はできません。 

 

第４１条（ＳＦ機能） 

ＩＣ定期乗車券のＳＦ機能の取扱いについては、第３章ＩＣＳＦカードの取扱い

に準じます。 

 

附則 

この規則は、2015年 12月 1日から施行する。 

 

2016年 2月 27日一部改訂 

2019年 5月 1日一部改訂 

2024年 1月 1日一部改訂 

 

 

 

  



 

別表１（第４条 ＩＣカード乗車券の種類） 

 【ＩＣＳＦカード】 

券種 
記名 

有無 
対象 有効期限 

大人 選択 中学生以上どなたでも なし 

小児 記名 小学生以下どなたでも 小学校を卒業する年の

3月 31日 

大人割引 記名 中学生以上で、身体障害者手帳、

療育手帳、精神障害者手帳のいず

れかを交付されている方 

手帳に記載された有効

期限日又は誕生日のい

ずれか早い方 

小児割引 記名 小学生以下で、身体障害者手帳、

療育手帳、精神障害者手帳のいず

れかを交付されている方 

小学校を卒業する年の

3 月 31 日又は手帳に記

載された有効期限日の

いずれか早い方 

 

別表２（第９条 ＩＣカード乗車券がご利用いただけない路線） 

№ 路線名 備 考 

1 高速バス全線  

2 スマイルあおぞらバス全線  

3 笠間観光周遊バス全線  

4 笠間益子間連絡バス  

5 那珂市ひまわりバス全線  

6 大洗循環バス全線 海遊号、なっちゃん号 

7 臨時バスで当社が定めたもの イベント時等の運行車両 

 


